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地
域
立
の
社
会
福
祉
法
人

「
い
き
い
き
の
び
の
び
」

　

尼
崎
市
の
財
政
再
建
に
向
け
た
合
理
化
の

内
実
は
、「
同
和
対
策
事
業
の
見
直
し
・
縮
小

廃
止
」「
個
人
施
策
の
廃
止
」「
施
設
職
員
の
削

減
」「
地
区
施
設（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
分
館
、

青
少
年
会
館
、
公
民
館
分
館
）機
能
の
総
合
セ

ン
タ
ー
へ
の
統
合
」
で
あ
る
。
ま
た
、
公
立
保

育
所
に
つ
い
て
は
民
間
移
管
と
い
う
方
針
が

出
さ
れ
、現
存
す
る
公
立
保
育
所
の
う
ち
９
ヵ

所
の
保
育
所
を
「
必
要
」
と
判
断
し
、
他
の
公

立
保
育
所
は
民
間
移
管
を
実
施
、
そ
の
結
果

「
公
立
保
育
所
を
こ
れ
ま
で
に
も
削
減
し
た
上

で
、
さ
ら
に
削
減
す
る
と
９
ヵ
所
と
な
り
、
そ

こ
に
は
上
ノ
島
保
育
所
が
入
っ
て
い
な
い
」（
川

面
千
鶴
江
・
上
の
島
支
部
女
性
部
長
）こ
と
に

な
っ
た
。
上
の
島
支
部
は
尼
崎
市
と
協
議
す

る
定
例
会
を
設
置
し
、
協
議
を
図
っ
た
。
最
終

的
に
は
、
保
育
所
民
間
移
管
の
受
け
皿
と
し

て
地
元
が
社
会
福
祉
法
人
「
い
き
い
き
の
び

の
び
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
他

に
も
隣
保
館
・
青
少
年
・
高
齢
者
機
能
の
統
合
、

保
育
所
の
園
庭
広
場
の
地
域
活
用
、
上
ノ
島

保
育
所
の
成
果
の
継
続
な
ど
が
取
り
決
め
ら

　

か
つ
て
は
全
国
に
1
0
0
0
館

余
り
あ
っ
た
隣
保
館
も
、
現
在
で
は

8
0
0
館
と
大
き
く
減
少
。
そ
の
発

祥
は
民
営
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
公
設
公
営
、
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
公
設
民
営
を
経
て
、

さ
ら
に
大
阪
市
で
は
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
が
今
年
３
月
に
廃
館
、
と
公
の

撤
退
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
こ

に
至
っ
て
原
点
回
帰
す
る
か
の
よ
う

に
、
大
阪
市
内
で
は「
住
民
立
」
の
民

設
民
営
隣
保
館
が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
回
伺
っ
た
「
尼
崎
市
立
地
域
総
合

セ
ン
タ
ー
上
ノ
島
」
も
こ
う
し
た
大

き
な
う
ね
り
の
中
に
あ
る
。
財
政
難

に
伴
う
公
立
施
設
の
適
正
化
が
推
し

進
め
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
保
育
所

の
民
営
化
を
契
機
と
し
て
、〝
隣
保
館

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
〟の
た
め

に
地
域
立
の
社
会
福
祉
法
人
を
創
設

し
た
と
こ
ろ
に
、
上
の
島
地
域
の
特

徴
が
あ
る
。

れ
た
。

保
育
所
問
題
を
機
に

地
域
内
施
設
の
再
編
を

　

保
育
所
問
題
は
同
時
に
、
地
域
内
施
設
の

再
編
と
い
う
こ
と
を
含
ん
で
お
り
、
当
然
、
隣

保
館
の
あ
り
方
や
改
装
計
画
に
ま
で
議
論
は

広
が
っ
た
。
上
ノ
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

計
画
で
は
「
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
の
保
育
所

部
分
を
高
齢
者
機
能
と
青
少
年
機
能
を
も
つ

施
設
に
造
り
替
え
る
」「
保
育
所
は
近
隣
に
新

築
す
る
」「
園
庭
に
つ
い
て
は
地
域
の
広
場
と

し
て
利
用
し
、
保
育
所
の
利
用
も
可
と
す
る
」

な
ど
が
上
の
島
支
部
集
会
で
決
定
さ
れ
た
。

同
計
画
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
各
機
能
を
集

約
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
か
ら
子
ど

も
ま
で
幅
広
い
層
を
対
象
に
し
た
人
権
尊
重

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
支
部
、
青
年
部
、
女
性
部
、

地
元
の
保
育
士
等
と
大
学
や
ま
ち
づ
く
り
の

コ
ン
サ
ル
が
連
携
・
協
働
し
て
保
育
所
民
営
化

を
契
機
に
、
隣
保
館
及
び
地
域
施
設
の
再
編

を
目
指
し
た
の
が
、
上
の
島
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
で
あ
る
。

おとなりさん ④　尼崎市立地域総合センター上
か み の し ま

ノ島

巻頭特集

（左上）地域総合センター上ノ島の玄関ロビー（左中）地域総合センターのグラウンド（右）地域総合センター上ノ島（本館）の外観
（下段左から）地域総合センター上ノ島（本館）の外観、わくわく保育園の外観、わくわく保育園の内観、いろんな飾り付け

昨年 12 月にオープンした「スマイル　
ゆ〜とあい」は西成発の民設民営隣保館。
それはセツルメントに由来し、貧困、孤
立・差別、排除など複合的・重層的な課
題を抱えた住民に寄り添いながら、これ
らの困難に取り組む隣保事業を行ってき
ました。このような拠点施設が減少しつ
つある昨今、『なび』は大阪府内をはじ
め全国の隣保館ルネッサンス活動に励む

「おとなりさん」を訪ね、ええとこ取り
をしていきます。

おとなりさんプロジェクト
飯島・西田・若松・佐々木
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巻頭特集

長
）。
地
域
住
民
と
の「
つ
な
が
り
」が
共
有
で
き

な
い
ほ
ど
地
域
が
大
き
く
変
化
し
、地
域
の
面
か

ら
も
隣
保
館
を
コ
ア
と
し
た〝
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
〟が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
へ
の
熱
意
が

　
　
　
　
地
域
の
財
産

　

上
の
島
地
域
は
昔
、「
わ
ら
ぞ
う
り
」「
し
め
な

わ
づ
く
り
」
が
盛
ん
で
、「
そ
の
収
益
は
農
業
に

匹
敵
」（
川
面
茂
樹
・
所
長
）す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
三
文
の
油
を
焚
い
て
二
文
の
仕
事
、
一
文
の
損

で
も
仕
事
の
利
が
得
」
と
い
う
ほ
ど
に
勤
勉
に

働
き
、
そ
し
て
教
育
熱
心
。
明
治
の
こ
ろ
、
自
立

へ
の
願
い
を
込
め
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
子
ど

運
動
と
事
業
を
両
立
す
る
た

め
の
体
制
を
整
備

　

さ
ら
に
、
同
計
画
決
定
後
、
地
元
は
行
政
と
協

議
の
場
を
設
け
て
、
同
計
画
を
実
現
し
地
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
実
践
を
図
る
、
い
わ
ば
運

動
と
事
業
を
両
立
さ
せ
る
活
動
体
制
を
整
備
し

た
。
上
の
島
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
も
と
、ま
ち
づ

く
り
会
議
事
務
局（
事
業
推
進
会
議
）や
実
態
調

査（
地
域
の
声
・
実
態
を
知
る
）・
保
育（
地
域
子
育

て
）・
セ
ン
タ
ー（
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
能
統
合
―

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
、生
活
支
援
拠
点
と
し
て
の

隣
保
館
を
つ
く
り
か
え
る
取
り
組
み
）の
部
会
を

設
け
た
り
、さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
に
支
部
と
尼
崎
市
と
の
月
1
回
の「
ま

ち
づ
く
り
定
例
会
」（
行
政
と
の
調
整
会
議
）を
開

催
し
た
り
、と
計
画
の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
重
要
な
の
は
、活
動
の

な
か
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル（
社
会
関
係
資

本
）の
発
見
や
人
材
の
発
掘
、新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
が
な
さ
れ
、さ
ら
に
支
部
活
動
が
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
見
え
る
形
で
住
民
に
提
示
で
き

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

隣
保
館
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

　

尼
崎
市
と
の
調
整
会
議
、支
部
と
尼
崎
市
と
の

ま
ち
づ
く
り
定
例
会
で
決
ま
っ
た
と
お
り
、保
育

所
は
総
合
セ
ン
タ
ー
の
南
側
隣
地
を
尼
崎
市
が

購
入
し
、
地
元
の
社
会
福
祉
法
人「
い
き
い
き
の

び
の
び
」
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る「
わ

く
わ
く
保
育
園
」が
2
0
1
5
年
４
月
に
開
所
し

た
。
総
合
セ
ン
タ
ー
は
15
年
度
か
ら
条
例
改
正

に
よ
り「
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
上
ノ
島
」
に
名
称

を
改
め
、事
業
と
運
営
管
理
は
指
定
管
理
者
制
度

へ
と
移
行
さ
れ
た
。
そ
の
指
定
管
理
を
受
託
し

た
の
も「
い
き
い
き
の
び
の
び
」で
あ
る
。
ま
た
、

地
区
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
現
在
、
閉
館
と

な
っ
た
青
少
年
会
館
が
総
合
セ
ン
タ
ー
の
２
階

も
の
成
長
を
願
っ
て
住
民
立
の
学
校「
公こ

う
ぼ
く
こ
う

木
校
」

を
開
設
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
脈
々
と
現
在

も
な
お
継
承
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
大
学
生
を

中
心
と
す
る
10
数
名
の
青
年
が
子
ど
も
の
低
学

力
を
克
服
す
る
た
め
、「
自
主
的
に
中
学
生
の
勉

強
会
を
開
設
し
、
こ
の
勉
強
会
が
後
の
上
の
島

部
落
解
放
研
究
会
に
つ
な
が
り
、
上
の
島
支
部

結
成
へ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
」（
川
面
茂
樹
・

所
長
）。

隣
保
館
機
能
の

さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て

　

総
合
セ
ン
タ
ー
は
現
状
に
お
い
て
も
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
隣
保
館
機
能
を
充
実
さ
せ

て
い
る
。
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
は
豊
富
に
あ
り
、相

談
事
業
、
啓
発
事
業
、
各
種
講
座
、
施
設
の
開
放
、

上
の
島
文
化
祭
、地
域
と
の
協
働
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
な
か
で
も「
の
び
の
び
活
動
」は
小
・

中
学
生
を
対
象
に
、
宿
題
や
好
き
な
遊
び
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
過
ご
す
活
動
や
定
期
テ
ス

ト
の
学
習
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の

中
学
校
と
青
年
部
の
連
携
に
よ
る
理
科
実
験
教

室「
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
」は
、化
学
・
科
学
の
世
界

を
子
ど
も
た
ち
に
身
近
に
感
じ
さ
せ
、興
味
関
心

を
引
き
出
す
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
だ
。

　

隣
保
館
の
中
核
と
な
る
相
談
事
業
は
、
生
活
・

就
労
・
教
育
と
分
野
横
断
的
な
生
活
相
談
が
主

で
あ
り
、
な
か
で
も
長
期
的
・
継
続
的
な
支
援
を

要
す
る
相
談
者
に
応
じ
た
継
続
的
相
談
援
助
事

業
で
は
、毎
月
1
回
、保
健
・
福
祉
・
介
護
等
の
関

係
機
関
と
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い
て

い
る
。

　

地
域
と
の
連
携
・
協
働
事
業
と
し
て
は
、「
福

寿
会
」
と
連
携
し
た
週
1
回
の
昼
食
の
配
食
事

業
を
行
い
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
広
域
的
な
地
域
交
流
事
業
の
産
地

直
売
活
動
と
し
て「
生
き
活
き
市
」を
開
催
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

文
責

：

飯
島
照
喜

を
間
借
り
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
総

合
セ
ン
タ
ー
１
階
の
改
修
に
よ
る
間
借
り
状
態

の
早
期
解
消
と
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
居
場
所

の
確
保
が
急
が
れ
て
い
る
。

周
辺
地
域
の
混
在
化
の
影
響

　

上
の
島
の
ま
ち
づ
く
り
は
、文
化
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、一
戸
建
て
住
宅
の
建
築
に
よ
る
新
た
な

住
民
の
流
入
と
い
う
環
境
変
化
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
上
の
島
地
域
は
尼
崎
市
北
部
の

中
心
、阪
急
電
鉄
神
戸
線
塚
口
駅
南
西
に
文
化
住

宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、一
戸
建
て
が
混
在
す
る
住
宅

地
帯
に
位
置
し
、
人
口
は
約
４
，
０
０
０
人
、
世

帯
数
は
約
１
，
８
０
０
世
帯
。
古
く
か
ら
米
作
・

麦
作
は「
小
作
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
第

2
次
世
界
大
戦
後
の
農
地
解
放
以
降
、自
作
農
が

多
く
な
っ
た
。
60
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に

は
宅
地
化
・
混
在
化
が
進
行
し
た
。
さ
ら
に
現
在

で
は
、
相
続
税
問
題
も
絡
ん
で
、
文
化
住
宅
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
や
一
戸
建
て
住
宅
へ
の
建
て
替
え

が
活
発
化
、
人
口
流
入
も
一
層
激
し
く
な
っ
た
。

「
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
わ
か
ら
な

い
、
若
い
人
が
ど
こ
で
就
労
し
て
い
る
か
も
わ

か
ら
な
い
」（
川
面
千
鶴
江
・
上
の
島
支
部
女
性
部

尼崎市立地域総合センター上ノ島所長 川面茂樹さん

部落解放同盟兵庫県連上の島支部女性部長 川面千鶴江さん 2015 年度より改称
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30
年
以
上
前
に
結
成
し
た

　

地
域
と
学
校
の
協
働
体
制

　

西
成
教
育
サ
ポ
ー
ト
６
校
連
絡
会
は
多
く
が

未
解
決
に
な
っ
て
い
た
教
育
課
題
に
つ
い
て
、

地
域
の
青
少
年
の
健
全
な
育
成
・
人
権
感
覚
豊

か
な
人
材
育
成
の
た
め
、諸
団
体
が
連
携
し
地

域
の
教
育
力
向
上
に
向
け
て
協
力
・
協
働
す
る

こ
と
を
目
的
に
、１
９
８
３
年
７
月
に「
西
成
７

校
区
連
絡
会
」と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

課
題
に
地
域
全
体
で
取
り
組
む
た
め
に
、学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、保
育
所
な
ど
の
保
育
・
教
育
関
係
の
組

織
に
加
え
、長
橋
、北
津
守
、松
之
宮
、梅
南
、津

守
校
区
の
連
合
振
興
町
会
を
は
じ
め
、部
落
解

放
同
盟
西
成
支
部
な
ど
の
地
域
の
多
様
な
団
体

で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
名
称

を
変
更
し
て
き
ま
し
た
が
、15
年
度
に
梅
南
小

学
校
と
津
守
小
学
校
が
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

「
西
成
教
育
サ
ポ
ー
ト
６
校
連
絡
会
」（
通
称

：

６
校
連
絡
会
）に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。ひ
と
昔

前
は
毎
週
会
議
を
開
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、現
在
は
第
２
木
曜
日
に
事
務
局
会
議
、

第
４
木
曜
日
に
連
絡
会
を
行
い
、地
域
と
学
校

に「
先
生
方
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

学
校
と
地
域
、一
緒
に
考
え
て

　

取
り
組
む
こ
と
が
最
大
の
強
み

　

６
校
連
絡
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
が
、一
番
大
事
な
こ
と
は
、月
に

２
回
の
会
議
で
学
習
会
な
ど
の
企
画
を
一
緒
に

考
え
て
実
施
す
る
こ
と
で
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

「
学
校
に
は
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
の
か
」、「
こ
ん

な
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
、困
っ
て
い
る
子
を
応
援

で
き
る
」、「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
、子
ど

も
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
流
れ

が
生
ま
れ
ま
す
。こ
れ
こ
そ
が
６
校
連
絡
会
の
最

大
の
強
み
で
す
。現
在
、実
施
し
て
い
る「
に
し
な

り
☆
こ
ど
も
食
堂
」も
、教
職
員
と
の
話
の
中
で

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
現
在
も
、学

校
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
を
支
援
し

て
い
ま
す
が
、学
校
だ
け
に
任
せ
る
の
で
な
く
地

域
と
し
て
ど
う
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
情
報
交
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

教
職
員
に
地
域
の
事
情
を

　

知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

　

活
動
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、西
成

区
北
西
部
の
学
校
・
保
育
所
に
赴
任
し
て
き
た

教
職
員
に
、地
域
に
固
有
の
教
育
事
情
・
環
境
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。た

と
え
ば
、教
職
員
の
方
々
を
対
象
に「
地
域
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
」や「
今
後
、地
域
が
学
校
と
連
携

し
て
い
き
た
い

こ
と
」、さ
ら
に

長
年
学
校
に
ご

協
力
い
た
だ
い

て
い
る
識
字
教

室「
よ
み
か
き

教
室
」
に
つ
い

て
の
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度

か
ら
、
赴
任
３

年
目
の
教
職
員

を
対
象
と
し
た「
３
年
目
研
修
」を
実
施
し
ま
し

た
。「
赴
任
３
年
目
」と
い
う
の
は
、日
々
の
お
仕

事
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
場
す
な
わ

ち
地
域
の
事
情
が
わ
か
り
始
め
て
こ
ら
れ
る
時

期
に
当
た
る
か
ら
で
す
。

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、地
域
の
精
通
者
や
実
践
者
と

直
に
話
し
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、「
何
か
を
感

じ
て
ほ
し
い
」と
願
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
が

地
域
で
職
業
体
験
を
し
て
、地
域
や
企
業
と
の
関

わ
り
を
深
め
る「
プ
レ
ジ
ョ
ブ
活
動
」、保
護
者

の
思
い
を
聴
く
学
習
会
や
交
流
会
、そ
の
他
に
も

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。活
動
の
す
べ
て

レ
ポ
ー
ト : 
沖
田
一
志

寺
嶋
公
典

教育に取り組んでいるのは学校だけじゃない!小中高の
ほかに地域の教育事業で活躍する団体・施設・仕組み
を紹介していきます。

13時間目 :西成教育サポート６校連絡会

地域の取り組みに、子どもとともに参加

よみかき教室へ学習パートナーとして参加

[ 寺嶋公典 ] 有名スポーツ選手が「楽しくない」
ので団体を辞めた。別の団体の破格の条件も「続
ける自信がない」ので断った。今、何をしたいの
か楽しそうに考えてる姿がとても新鮮に感じた。

昨年度の「３年目研修」の様子

ver.1.1
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『なび』をつくる ( 株 ) ナイスは、地域での取り組みも、社会に向けた取り組みもいろいろ。
多様につながる実践を紹介していきます。

就労支援センター アスラクト
一般社団法人Ｍｅ２

VOL.27

　７月号も引き続き、Á ワーク創造館内で活動する団体のご紹介です。制度の狭間で福祉制度からも労働市場からも抜け
落ち、生きづらさを抱える人々を応援しようと始まった就労支援センター アスラクト。事業統括の三宅さんに説明いただ
きました。

[ 谷口円 ] 先日仕事で障がい者アートに取り組む
施設の撮影に行ったのですが、その場に流れる「そ
れぞれ」を「そのまま」受け入れる空気と、のび
のびとした雰囲気が、とても印象に残っています。

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
と

障
が
い
者
就
労
支
援
の
コ
ラ
ボ

　

一
般
社
団
法
人
Ｍ
ｅ
２
（
ミ
ー
・
ト
ゥ
ー
）

は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
や
障
が
い
者
の
就
労
支
援

に
携
わ
っ
て
き
た
団
体
、
個
人
が
２
０
１
２
年
に

立
ち
上
げ
た
法
人
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
場

の
声
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

現
場
か
ら
、「
若
年
化
や
低
学
歴
化
が
進
ん
で
い

る
」「
精
神
疾
患
、
発
達
障
が
い
な
ど
の
疑
い
の

あ
る
方
が
増
加
し
て
い
る
」
と
い
う
声
。
も
う
１

つ
は
障
が
い
者
支
援
現
場
か
ら
、「
就
労
移
行
支

援
事
業
所
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
実
績
に
繋
が
り

や
す
い
障
が
い
者
へ
の
支
援
を
優
先
さ
せ
る
傾
向

が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
？
」「
障
が
い

者
の
就
労
支
援
制
度
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
な
い

か
。」
と
い
う
声
で
す
。

　

働
く
力
や
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
障
が
い
の
た

め
、
或
い
は
学
歴
や
成
育
環
境
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
欠
如
に
よ
り
、
既
存
の
レ
ー
ル
や
労
働
市
場
か

ら
抜
け
落
ち
た
り
、
福
祉
制
度
の
狭
間
に
陥
り
、

結
果
的
に
ニ
ー
ト
や
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
あ
る

『
手
帳
を
持
た
な
い
障
が
い
者
』
へ
の
支
援
の
仕
組
み

を
つ
く
り
た
い
と
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
「
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー　

ア
ス
ラ
ク
ト
」（
就
労
移
行
支
援
・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

『
明
日
（
a
s
u
）』
× 

『
c
o
n
s
t
r
u
c
t

（
構
築
）』

　

ア
ス
ラ
ク
ト
は
『
明
日
（
a
s
u
）』
と

『
c
o
n
s
t
r
u
c
t
（
構
築
）
＝
イ
チ
か
ら
つ

く
っ
て
い
く
』
の
造
語
で
、
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
か

ら
小
さ
な
積
み
重
ね
で
『
明
日
を
創
る
』、
そ
ん
な

サ
ー
ビ
ス
機
関
に
な
り
た
い
と
名
づ
け
ま
し
た
。 

　

利
用
者
の
年
齢
層
は
二
〇
代
か
ら
五
〇
代
と
幅
広

く
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
で
も
皆
さ
ん
、「
働
き
づ

ら
さ
」
や
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
経
験
さ
れ
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
思
い
や
り
や
助
け
合
い
は
ピ
カ
イ
チ
で
、

ア
ス
ラ
ク
ト
は
同
じ
よ
う
な
課
題
を
も
つ
仲
間
が
集

う
「
居
場
所
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

活
動
内
容
で
は
、
清
掃
や
商
品
の
組
立
、
Ｄ
Ｍ
作

業
な
ど
作
業
訓
練
が
中
心
で
す
が
、
保
護
費
が
支
給

さ
れ
る
と
一
週
間
で
所
持
金
ゼ
ロ
、
暑
さ
寒
さ
で
す

ぐ
に
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
、
食
事
は
い
つ
も
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
と
い
う
利
用
者
も
多
く
、
月
一
回
の
調
理

実
習
な
ど
日
常
生
活
（
生
活
リ
ズ
ム
や
食
生
活
、
金

銭
管
理
な
ど
）
に
必
要
な
力
を
つ
け
る
こ
と
も
重
視

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
「
ら
し
く
」
を
応
援
す
る

『
ｉ
ｓ
ｈ
』
も
開
設

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
４
月
に
天
王
寺
区
上
本
町

に
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
て
い
る
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者
を
対
象
と
し
た
「
支
援
セ

ン
タ
ー　

ｉ
ｓ
ｈ
（
イ
ッ
シ
ュ
）」（
自
立
訓
練
・
就

労
移
行
支
援
）
も
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
「
制
度

の
狭
間
」
に
い
る
方
々
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

文
責

：

三
宅　

嘉
美

[ 飯島照喜 ] 雨のち雲り、ときどき晴れと心もよ
うのくるくると変化する水無月。空模様に自分
を重ねてみると、ずっ～と仕事の雨が降り続く、

“もっと遊びを”、と自分を励ます今日この頃です。

[ 田岡秀朋 ] リオ五輪まであと１か月。ルセル大
統領不在の緊急事態で開催されるようだが、東京
五輪もあと４年。福島原発の汚染水、新スタジア
ム、不正買収などなど他人事ではない。

（左）調理実習風景（右）作業訓練の様子

（上段左から）手打ちうどんとさんまの櫃ぶし、作業訓練の様子、グループワーク 健康体操
（下段左から）作業訓練の様子、グループワーク 餅つき、グループワーク スマホの使い方
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　熊本大地震の被害を受けた益城町出身の人が身近に
いました。いつも少しずつお金を預かり頑張って貯め
ていた人です。家族は全員無事だったようですが、家
は全壊したようです。さっそくこちらで飛行機を手配
し、故郷に帰られました。お見舞い金と物品を持って
帰ることができました。自分で貯めたお金で、恥じる
ことなく故郷に帰れてよかったと感謝していただきま
した。良かったです。熊本がんばれ〜　（なんばひとみ） 

今月の花:あさがお
花言葉「はかない恋」
　　　「固い絆」「愛情」
朝に花を咲かせ、昼にしぼんで
しまう様子を「 朝の美人顔 」に
例えた「 朝のかおばな 」の意味
であるとされている。

　

打
ち
明
け
た
話
、
ボ
ク
の
歩
ん
で

き
た
社
会
運
動
で
は
、
教
育
無
償
化

と
は「
貧
富
」の
問
題
、す
な
わ
ち「
貧

し
く
て
も
学
校
へ
行
け
る
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
今
は
、教
育
無
償
化
と

は「
多
様
性
」の
問
題
、す
な
わ
ち「
ど

ん
な
人
も
学
べ
る
、
学
び
直
せ
る
」
と

い
う
こ
と
へ
と
進
化
し
て
い
る
気
が

す
る
。

　

先
日
、
お
お
さ
か
維
新
の
政
策
通

の
演
説
を
聴
い
た
。
演
者
は「
幼
児
か

ら
大
学
院
ま
で
完
全
無
償
化
す
る
。

そ
れ
か
ら
先
は
自
分
で
や
っ
て
も
ら

う
機
会
平
等
主
義
が
維
新
の
無
償
化
」

と
歯
に
衣
を
着
せ
な
か
っ
た
。
吉
村

大
阪
市
長
が
、
５
歳
児
の
無
償
化
を

実
施
し
、
３
歳
児
ま
で
広
げ
る
と
公

言
し
た
時
に
は
さ
す
が
維
新
と
共
感

し
た
が
、
機
会
平
等
主
義
に
は
呆
れ

て
し
ま
っ
た
。
ど
う
も
こ
の
党
の
政

策
は
深
く
な
い
。

　

人
に
よ
っ
て
は
数
百
万
円
と
も
言

わ
れ
る「
奨
学
金
債
務
」
が
社
会
問
題

化
し
て
、
に
わ
か
に
給
付
制
奨
学
金

導
入
が
国
会
で
も
議
論
さ
れ
始
め
て

い
る
の
は
、雇
用
危
機
が
背
景
に
あ
る
。

自
民
党
も
給
付
制
を
言
い
出
し
、
維

新
は
大
学
無
償
化
で
、
野
党
も
あ
ま

り
違
わ
な
い
軽
さ
で
相
乗
り
し
、
問

題
は
財
源
だ
と
、
議
論
は
一
人
歩
き

し
て
い
る
。

　

政
治
の
舞
台
で
の
教
育
無
償
化
の

議
論
に
は
、
不
思
議
な
こ
と
が
四
つ

あ
る
。
一
つ
は
、雇
用
危
機
を
背
景
に

し
た
大
学
の
無
償
化
と
言
う
の
な
ら
、

大
学
に
行
か
な
い
若
者
へ
の
就
労
支

援
や
職
業
教
育
も
同
時
に
俎
上
に
乗

せ
な
い
と
ア
ン
フ
ェ
ア
だ
が
、
ど
の

政
党
も
そ
こ
は
言
わ
な
い
。
二
つ
は
、

合
意
が
整
っ
て
き
て
い
る
高
校
無
償

化
だ
が
、
通
信
制
高
校
が
単
位
取
得

に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
学
び
直

し
」
の
た
め
の
「
サ
ポ
ー
ト
校
」
等
の

無
償
化
の
補
完
措
置
が
議
論
さ
れ
る

べ
き
だ
が
、
ま
っ
た
く
話
題
に
な
っ

て
い
な
い
。
三
つ
は
、
同
じ
く
、
義
務

教
育
課
程
に
生
じ
た
不
登
校
問
題
に

つ
い
て
も
、「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の

義
務
教
育
算
定
と
い
う
補
完
措
置
は
、

無
償
化
議
論
か
ら
完
全
に
抜
け
落
ち

た
。
国
会
で
は「
か
え
っ
て
不
登
校
を

増
や
す
」な
ん
て
暴
論
ま
で
出
た
。
四

つ
は
、
大
阪
市
は
幼
児
教
育
無
償
の

対
象
か
ら
認
可
外
教
育
施
設
を
外
し

て
、外
国
人
と
の
共
生
を
遅
ら
せ
た
。

　

教
育
無
償
化
と
は
、
ボ
ク
な
り
の

解
釈
で
は
、「
カ
ネ
を
惜
し
ま
な
い
」

で
は
な
く
、「
テ
マ
も
惜
し
ま
な
い
」

だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、外
国
か
ら
来
た

日
本
語
の
で
き
な
い
幼
児
も
、
不
登

校
に
な
っ
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通

う
児
童
も
、
通
信
制
高
校
で
学
び
直

し
を
始
め
た
生
徒
も
、
は
た
ま
た
支

援
学
校
を
卒
業
し
て
も
も
っ
と
学
び

た
い
知
的
障
害
者
も
、
通
常
の
教
育

課
程
か
ら
外
れ
て
も
、
テ
マ
を
惜
し

ま
な
い
、
そ
の
社
会
的
合
意
を
得
る

の
が
教
育
無
償
化
と
い
う
こ
と
だ
。

　

だ
か
ら
、
い
き
な
り
財
源
は
？
な

ん
て
先
走
ら
ず
、「
カ
ネ
」
は
国
や
自

治
体
で
も
、「
テ
マ
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
活
動
で
で
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

に
注
目
す
べ
き
だ
。
に
し
な
り
隣
保

館
で
も
、
高
校
中
退
者
等
の
た
め
の

「
マ
ナ
ビ
バ
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
法
案

は
国
会
に
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
支
援
す
る
地
方
の
条
例

を
積
み
上
げ
て
、
義
務
教
育
課
程
算

定
の
法
律
を
求
め
て
い
く
の
も
良
い

か
も
し
れ
な
い
。

教
育
無
償
化
と
は「
カ
ネ
」も「
テ
マ
」も
惜
し
ま
な
い
こ
と

㈱ナイス代表取締役 
冨田一幸

人間のしあわせ、福祉のあり方、そ
して新しい社会の結びつきを求め
て、これからも ｢いい湯かげん｣ の
テーマ探しに出かけます。

五
月
闇
更
地
の
主
と
な
る
黒
猫

夏
星
に
食
ら
い
つ
き
た
る
上
弦
の
月

月
痩
せ
て
朱
の
星
太
る
衣
替
え

火
の
星
が
水み

の
星
に
迫せ

り
夏
き
ざ
す

冴
え
か
え
り
朝
の
重
ね
着
夜
の
捨
て
着

温
低
が
陽ひ

か
り光

さ
え
ぎ
る
薄
暑
な
り

hidar imak i

５
月
末
か
ら
６
月
の
始
め
、火
星
の
地
球
接
近
を
見
る
。

新
月
の
前
後
な
の
で
月
の
影
響
が
少
な
く
、木
星
よ
り
目
立
っ
て
い
た
。

[ 若松司 ] あるテクノポップユニットのライブに
行くと、いわゆる「黄色い声援」を耳にしない。「セ
クシーさとは異なる『女性』の魅力ってなに？」
という問いが心地よく身体に響いている。

[ 西田吉志 ] 年々、夏の日差しを避けるようになっ
てきたかも。１０代、２０代は海やプールや BBQ
で日焼けをするのが「夏」だったのが、今は夜店や
花火が中心になって日焼けをしなくなった気がする。

商店街どおりから一本折れて、小さな路地の大きな水溜りをよけながら
奥に入った突き当たりの、アパートの一室6畳2間。

汗にじむ日々が続くなか、お風呂で暑さをさぁと洗い流すのが幸せのとき。
このアパートのお風呂は、きっとどこよりもデカくて
いろんなのが楽しめる、地域の銭湯だ。
毎日、違うところに行ってもいいし、近所の顔の知れたところもいい。
こだわりは、シャワーの勢いと、あがった後ゆっくり出来るところ。

いつもの様に、風呂あがりのデザートを楽しんでいると、
ある女性とおばあちゃんがやってきた。　別々に暮らす2人だけど、

「一人じゃ心配やから」と娘さん。親子で一緒にやってきたみたい。
また別の男女がやってきて、別れて入っていったと思うと、
お互い息ピッタリにあがってきて、目配せしてスッと帰ってゆく。

一人でサッとすますのとは一味違う、日常のひとときがとても心地いい。

風
呂
あ
が
り

休日は、自転車に乗って汗を流す
のが楽しみで、淀川沿いを京都ま
で行って戻ってきます。気持ちの
いいコースをいろいろ開拓中！
毎年、春先には既に一皮剥けてし
まう僕の腕。（安田拓也） 1011



　子どもの写真、動画などのデータ保管に何を使ってますか？ BlueRay
や DVD を使ってると要注意です。紫外線や温度で劣化、変形してディ
スクが読めなくなったり、規格変更で読取り機器の入手が困難になる可
能性があります。我が家では別々の外付けハードディスク2 台に同じデー
タを保存してます。いろいろ考えて、この方法に落ち着きました。( 沖田 )

ミシュランならぬ“飯ュラン”。匿名でなく飯
島（だから飯（メシ）ュラン）が「店主がお
もしろい」、「店の客が楽しい」、「料理が、味
がおいしい」の3つの「い」を基準に、西成区
内の飲食店などを紹介します。

　「料理はそこそこうまい、価格もそこそこ」、私が
よく利用する定食が食べられる居酒屋、いわば食堂
と居酒屋の、また日替わり定食だけでなく、“ 西成
を食する ” ことができる二毛作の店がくらし食堂で
ある。
　日替わり定食を中心にしながらも、洋食、中華、
そして和食とメニューが多彩。オーナーシェフの白
石さんは、学校を卒業すると同時に、「誘われるま
まに、コックとして福岡のドライブインに」、と料
理人の第一歩を地元福岡からスタート、そして関西
へ。京都、大阪でフレンチ・イタリアン料理を中心
に修行して６年前に西成へ。多彩なメニューは、こ
うした 40 年以上の料理人としての経験からくるも
ので、日替わりメニューでも月曜日は豚、火曜日は
鳥、水曜日は牛と、曜日によってメニューを決めて
いる。「肉系が中心なのは、魚を好まない、米にあっ
たボリュームのあるのが好まれる」。西成という土
地柄を反映したメニュー構成となっており、いわば

くらし食堂を通じて「西成の食生活」がみえてくる。
　昼と夜の二毛作で、「西成の今」がみえてくる。昼
間は三分の一以上が高齢者と利用者のほとんどが
固定客。夜は「ここはカラオケの激戦区、高齢者は
カラオケに行くため、ここでの利用は少ない」。超
高齢社会にある西成、高齢者の過ごし方がくらし食
堂を通じて見えてくる。外国人が多いのも西成。「最
近は中国人、韓国人の若者が多くなっている」。近
隣の語学学校の立地を反映し、そこの若者が来店す
るようになってきている。
　超高齢化、来訪する多数の外国人など、世の中の
トレンドが凝縮されて、西成のくらし食堂でみえて
くる、そんな二毛作の食堂である。
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くらし食堂
場所 : 西成区鶴見橋2－12－30
電話 :06－6562－1222
営業時間 :11：30～15：00、17：00～21：00
　　　　  ( 日・祝日休 )


